
経営比較分析表（令和6年度決算）
兵庫県新温泉町　浜坂病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 一般病院 50床未満 非設置 49 - - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 5 - ド 訓 救 輪 - - 49 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 41

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

12,829 6,403 第２種該当 - １０：１ 41

Ⅰ 地域において担っている役割
　当院は、救急告示病院として救急患者を受け入れているが、現
在は手術機能を休止している。そのため、近隣の急性期病院で治
療を終えた患者に対し、在宅復帰に向けた医療やリハビリテー
ションを提供する「回復期機能」に主眼を置いた役割を担ってい
る。また、訪問診療・訪問看護・訪問リハビリテーションを通じ
て、切れ目のない在宅医療・介護サービスを提供するとともに、
在宅療養支援病院として、住み慣れた地域での看取りにも積極的
に取り組んでいる。
　地域包括ケアシステムの中核を担う病院として、人間ドックや
健康講座、糖尿病重症化予防プログラムなどの事業を行政と連携
して実施し、地域住民の健康維持・増進を図っている。R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 63.1 66.6 73.0 69.2 70.1当該値 81.5 84.3 93.0 86.8 82.3 当該値 57.0 61.2 66.7 73.6 71.5当該値 57.8 61.3 68.0 64.5 65.3

平均値 65.0 67.6 65.8 64.9 63.6平均値 98.0 101.9 100.9 97.1 95.6 平均値 55.9 56.5 53.9 54.9 57.1平均値 60.3 63.2 61.4 60.8 59.3

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　持続可能な病院経営を目的に策定した経営強化プランに基づき、
様々な改善策に取り組んだが、経営全体としては、新型コロナウイル
ス感染症の関連補助金の終了による影響が大きく、経常収支比率は
82.3％と前年度より悪化する結果となった。一方で、本業の収支を示
す医業収支比率及び修正医業収支比率は、患者数の伸び悩みや診療報
酬改定に伴う診療単価の減少により収益は減少したものの、職員数減
に伴う人件費の減少や経費の節減がそれを上回ったことにより、前年
度比でわずかながら改善が見られた。また、かかりつけ医機能の強化
や病病・病診連携の推進により、紹介件数は着実に増加している。
　今後も地域包括ケアシステムのさらなる深化に向け、訪問診療、訪
問看護、訪問リハビリテーションを充実させ、地域に根差した持続可
能な病院経営を堅持していく。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 　当院は建築後40年以上（昭和57年10月竣工）が経過し、施設の
老朽化が著しい状況にある。当初110床で運用を開始したが、現在
は１病棟49床に縮小しており、１床当たりの有形固定資産は類似
施設と比較し1.5倍に達している。施設内では漏水や雨漏りが頻繁
に発生しており、その都度補修を行いながら維持している状態で
ある。経営状況を鑑み、現在は有利な地方債を活用しながら緊急
性の高い箇所から優先的に改修・更新を進めている。
　建物自体は新耐震基準を満たしているものの、将来的な建替え
や大規模改修については、経営強化プランに基づく役割・機能の
最適化及び、連携強化の観点から議論が必要である。今後、
「（仮）公立浜坂病院施設設備あり方検討委員会」を立ち上げ、
早期に施設・設備の最適化に取り組むこととしている。

R06 R02 R03 R04

12.7 10.3 10.7 10.6 10.887.4 当該値28,242 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 29,162 29,802 30,895 31,269

90.5 87.5 80.6 90.37,702 7,814 8,484 8,202 7,922 当該値

8,904 9,068 9,435 9,319

当該値 28,939 28,955 29,841 28,455

16.0

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和６年度の診療体制は、内科（総合診療）常勤医が前年度よ
り１名減の５名となり、、整形外科１名を合わせた常勤６名体制
となった。経営面では、職員数の減少により一時的に人件費は減
少したものの、依然として賃金水準の上昇や物価高騰が続いてお
り、病院事業を取り巻く環境は極めて厳しい状況にあり、経営強
化プランにかかげた取り組みを着実に実行することで、経営の健
全化に努めていく。
　一方、地域活動においては、健康講座の開催や地域への理学療
法士派遣による運動指導など、フレイル予防の一翼を担い、住民
の健康維持・増進に寄与することができた。
　今後も、限られた医療資源を最大限に活用し、地域住民が住み
慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、地域に根差した病院
として、さらなる経営基盤の強化を図る必要がある。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

89.7 平均値 15.9 14.9 15.6 15.49,359 平均値 87.1 84.5 86.0 87.432,712 平均値

R05 R06

当該値 787.4 704.8 606.8 610.5 652.3 当該値 71.4

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

77,176,204 77,831,612 77,884,939 78,397,000

平均値 132.3 141.6 141.5 147.4 145.1

74.8 76.7 79.3 82.8 当該値 76,871,30673.3 74.8 77.0 75.7 当該値 72.0

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 46,069,366 47,725,874 49,580,743 50,826,859 55,159,088平均値 72.3 71.5 72.1 71.9 69.1平均値 57.6 56.9 57.9 59.3 56.1
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【70.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【53,183,039】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【26.7】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【57.7】
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